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厚生労働省の通達と文部科学省の学校環境衛生基準があります。
（それぞれのポイントを集約・再構成し、以下にまとめました。）

（※1）水質検査の試料採水地点は、矩形のプールではプール内の対角線上におけるほぼ等間隔の位置 3箇所以上の水面下20cm及び循環ろ
過装置の取入口付近を原則とすること。その他の形状のプールでは、これに準じ、プールの形状に応じた適切な地点とすること。

（※2）検体の採水場所は、プール全体の水質が把握できる場所とし、長方形のプールではプール内の対角線上におけるほぼ等間隔の位置3
か所以上の水面下20cm及び循環ろ過装置の取水口付近を原則とする。その他の形状のプールでは、これに準じ、プールの形状に応じ
た適切な地点とすること。

遊泳用プールの衛生基準 学校環境衛生基準
厚生労働省（平成19年 5月 28日） 文部科学省（平成30年4月1日施行）

プールの原水 － 飲料水の基準に適合するものであることが望ましい。
水素イオン濃度（pH） pH値5.8以上、8.6以下であること。 pH値5.8以上、8.6以下であること。

濁度 2度以下であること。 2度以下であること。

遊離残留塩素 0.4mg/L以上であること。また、1.0mg/L以下であ
ることが望ましいこと。（※1）

0.4mg/L以上であること。また、1.0mg/L以下である
ことが望ましい。（※2）

二酸化塩素 0.1mg/L以上、0.4mg/L以下 －亜塩素酸 1.2mg/L以下
過マンガン酸カリウム消費量 12mg/L以下であること。 12mg/L以下であること。
大腸菌 検出されないこと。 検出されないこと。
一般細菌 200CFU/mL以下であること。 1mL中200コロニー以下であること。

総トリハロメタン 暫定目標値としておおむね 0.2mg/L以下が望ましいこと。 0.2mg/L以下であることが望ましい。

循環ろ過装置の
処理水

循環ろ過装置の処理水質は、その出口における濁度
が0.5度以下であること（0.1度以下が望ましいこと。）。
また、循環ろ過装置の出口に検査のための採水栓又
は測定装置を設けること。

循環ろ過装置の出口における濁度は、0.5 度以下であ
ること。また、0.1 度以下であることが望ましい。
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ハイライト®を正しく安全に使用していただくために・・・

※ハイライト®90TSn、90GHnは、上記に加えて以下の（9）～（11）も該当します。

（1）次亜塩素酸ソーダ、次亜塩素酸カルシウム（ハイクロン、トヨクロン、南海クリアー、高度さらし粉）他の塩素系
薬剤（スタートリクロン、スターダイクロン、ネオクロール、ペースサントップ）との直接混合は絶対に避けて下さ
い。急激な塩素ガスの発生や爆発を起こします。
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プール用殺菌消毒剤＋pH管理／速効型

プラス
酸性雨や補給水の不足などでpHが変動しやすいプール水に対し、ハイライトエ
ースGの特長をそのまま生かし、pHを基準値の範囲で管理できるよう工夫し
『医薬品として承認を受けた』殺菌・消毒剤です。

１００ｇ中のジクロルイソシアヌール酸ナトリウム９７ｇを含有する。
（添加物として１成分含有）
１．プール水１㎥に対し本品を２～３ｇの割合でプール内に投入す
るか、又は溶解させて循環水に注入してください。

２．足腰洗槽には水１㎥に対し本品を１５０～２００ｇの割合で投入
して溶解させてください。

●有効成分

●使用方法

包装　１２ｋｇダンボール（３ｋｇポリエチレン袋×４ケ）
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「モニナックス® L500」
モニナックス® L500

です。

モニナックス® L500

モニナックス® L500



本品1本を、プール循環水の複数の出口に分けて投入します。

プール水量1㎥あたり0.15mL/日の割合で注入して下さい。
※水の透明度に応じて、添加量（機械注入の場合は注入量）を増減して下さい。

①プール水量300～400㎥に最適な１回300g入り。煩わしい計量や希釈の必要がありません。
②プール水量１㎥あたり約0.15mL/日と少量で優れた効果を発揮し、PHに関わらず、ほぼ一定の凝集効果が
期待できます。また、着色剤は無添加なので安心して使用できます。

③プールに直接添加する方法なのでとても簡単。循環機器が破損する心配もなく、使い終わった
後の容器もコンパクトで環境にやさしい商品です。

「ターベル®Pn」
ターベル®Pnは除藻効果を有する活性塩素剤を配合したプール専用洗浄剤です。アルカリ
剤を主成分とするのでどんなプールの材質も痛めることはありません。

「シリカ♯600H」
シリカ♯600Hは、ろ過助剤として食品から一般工業に至る様々な用途で使われており、どん
な珪藻土ろ過機でも使用できます。

1.ろ過機のろ過面積1㎡について500～750gを標準使用量とします。
2.きれいな水（湯）を満たしたプレコート・タンクの中に標準使用量のシリカ♯600Hを入れ良く混
ぜ合わせた後、ろ過機へ送りろ過面に助剤の膜（プレコート）を作ります。

3.プレコートが完全に出来ましたら原水（湯）のろ過を始めて下さい。
4.ろ過圧が所定の圧力になったら汚れたプレコートを洗い落とし再び最初から始めます。
5.シリカ♯600Hの交換は必要に応じ最低1日1回行って下さい。（一度使用した助剤はろ過効果
が悪化します）
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「ハイフィーダーG-3000型」
「ハイフィーダーTHS型LE」（タイマー式）

（タイマー式・全自動式）

１. ロータリーフィーダーで細かく薬剤供給するので、薬剤凝固に強く、遊離
残留塩素濃度の変動が少ない。

２. 薬剤投入間隔タイマーは大型でアナログ式を採用、どなたでも簡単に調節
できます。

３. 薬剤投入量が可変できる増量スイッチで急速に残留塩素濃度を上げること
ができます。

４. １台で最大対応水量2000m³と幅広い水量に対応しています。
５. 薬剤ホッパーは12kgと大容量で薬剤を長期間補充せずにすみます。
６. ろ過ポンプとのインターロックを標準装備しています。
７. 残留塩素計H信号端子を標準装備しているので、後付でも全自動化が可能
です。

８. 薬剤過剰投入防止タイマーでより安全性を高めています。
９. シンプルな構造でメンテナンス性が抜群です。
10. LEはTHS型より奥行きが少ないコンパクト設計です。

●特長

▲THS型

◀THS型LE

●使用薬剤

ハイライトエースG
※詳細はP8をご覧下さい。

THS型、THS型LE G-3000型

ハイライトエースGプラス
※詳細はP8をご覧下さい。

ハイライト90GHn
※詳細はP6をご覧下さい。

形
式

薬
剤

（M7FX）

（M7FX）

3000

LE

995×426×745 23
（モデルA）

5

151190×585×464

2kg以下を
推奨600×300φ

16Aまたは25A

16Aまたは25A

13A

ホッパー/溶解器
（kg）

12

12

3

20

10

4

溶解槽（L）

容　量

マグネットポンプ

L



項　目 測定原理 測定範囲（mg/L） 包　装

アクアチェックHC 高濃度遊離残留塩素 テトラメチルベンチジン法 0 25 50 100 200 400 600

100枚×6

アクアチェックLC 低濃度遊離残留塩素 シリンガルダジン法 0 0.1 0.3 0.5 0.7 1.0

アクアチェックTC 低濃度総残留塩素 ミヒラーチオケトン法 0 0.1 0.5 1.0 3.0

アクアチェック3

低濃度遊離残留塩素 シリンガルダジン法 0 0.2 0.4 0.7 1.0 2.0 3.0 5.0 10.0

pH フェノールレッドの呈色反応 5.8 6.5 7.0 7.5 8.0 8.6

Mアルカリ度 ブロムクレゾールグリーンの呈色反応 0 20 40 80 120 180

L



1）ハイライトエースG、ハイライト ニューエースTnまたはハイライトエ
ースGプラスを投入して塩素濃度を高めに維持してください。（※）

ハイライトエースG/ハイライト ニューエースTn/ハイライトエースGプラス
（ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム）

●塩素蒸散性の低いハイライトエースG、ハイライト ニューエースTn
またはハイライトエースGプラスを使用してください。

ハイライトエースG/ハイライト ニューエースTn/ハイライトエースGプラス
（ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム）

●ハイライトエースG、ハイライト ニューエースTnまたはハイライトエースGプラスをP8の使
用方法にそって、プールに均一に散布してください。
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